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■  保持林業とは
多くの人工林が主伐期を迎え、木材生産と公益的機能の両

立が可能な伐採方法が求められています。保持林業（または
保持伐、保残伐）とは、伐採時に一部の樹木を残して複雑な森
林構造を維持することにより生物多様性や生態系サービス
を損なわないように木材を生産する方法です。この保持林業
を人工林に適用するために、2013年から北海道有林のトドマ
ツ人工林において「保持林業の実証実験 ( 略称：REFRESH）」と
いう大規模な実験を行っています。

■  実験の概要
本実験では、50年生以上のトドマツ人工林と広葉樹天然林

に1区画の面積5～9ha の実験区を設け、8通りの処理を3セッ
ト設置しました（図1）。単木保持区では人工林内に天然更新
で混交していた広葉樹林冠木を3段階の量で保持しました。
一方、群状保持区では実験区の中央に60 m 四方の保持部分
を残し、閉鎖林分の環境を維持しました。伐採は2014年から
1セットずつ3年かけて行いました。伐採後は、通常の人工林
同様に地ごしらえ、トドマツの植栽、下刈りを行いました。

■  初期の成果のまとめ
実験開始から10年間が経過し初期の成果をまとめました（表

1）。生物多様性については鳥類、林床植生、昆虫類、コウモリ、
外生菌根菌を調査しました。その結果、単木保持では林床植
生を除く色々な生物群で森林性種の個体数、種数と保持量に
正の相関がみられました。このことから、広葉樹の保持量が
大きいほど生物多様性保全効果が高いことが明らかになり
ました。特に鳥類では小量の広葉樹を保持することが費用対
効果の高い保全手法であることが示されました（図2）。一方、
群状保持の効果は生物群によって異なり、林床植生、オサム
シ類、外生菌根菌のように保持部分が伐採の影響から逃れる
一時的な避難場所として機能するものと、鳥類や腐肉食性甲
虫のように機能しないものがありました。

次に、木材生産性については、伐出コストの増加や収穫量
の減少といった負の影響は10本 /ha 保持では無視できる範囲
でしたが、50本 /ha 保持以上で顕在化しました。また、水土保
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を設けて伐採前後の流量と水質の
変化を調べました。その結果、保持伐は皆伐による伐採後2年
間の流量と溶存有機炭素量の増加を緩和することが分かり
ました。

■  人工林において適切な保持林業の提案
以上の成果から人工林で適切な保持林業を提案しました。

単木保持では木材生産性を犠牲にしないのであれば保持木
を50本 /ha（材積で約10％）以下に抑えるが、多少のコスト増
加を許容するなら50本 /ha 以上の保持が望ましいと言えます。
ただし、保持林業が国内で普及していない現状を考慮すると、
10本 /ha（材積で約2％）から始めるのが現実的だと考えます。
また、単木保持と群状保持では効果的な生物群が異なるため、
両方の生物群を保全するには単木保持と群状保持を組み合
わせる必要があります。
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図2　 広葉樹の量（左）と山元立木価格（右）に対する森林性鳥類個体数の反応
（左）伐採の前後で、広葉樹の量に対する森林性鳥類の個体数の反応曲線と誤差範囲を求めました。広

葉樹を ha あたり10本と50本保持した際は、広葉樹の胸高断面積合計が0.6 m2/ha と3.2 m2/ha にそれぞ
れ相当します。（右）左図の関係に基づき、伐期を通した平均的な森林性鳥類の個体数が人工林の経済
的な価値（山元立木価格）とどのような関係にあるかを描きました。（Yamaura et al. (2023) の Fig. 8を
Wiley 社の許可を得て和訳・転載）

図1　 保持林業の8通りの実験区

表1　保持林業の実証実験、初期の成果のまとめ

a: 広葉樹保持量と正 ( ＋ )、負 ( － ) の関係、または関係が認められない ( なし )
b: 群状保持の避難場所効果があり ( ＋ )、なし ( なし )、または調査せず（空欄）

機能 生物群など 単木保持量との関係 a 群状保持の避難場所効果 b

生物多様性保全 鳥類 ＋ なし
生物多様性保全 林床植生 なし ＋
生物多様性保全 オサムシ類 ＋ ＋
生物多様性保全 腐肉食性甲虫 ＋ なし
生物多様性保全 コウモリ ＋
生物多様性保全 外生菌根菌 ＋ ＋
木材生産性 伐出生産性 －
水土保全 伐採直後の変化を緩和 ＋
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